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保健だより 

 子どもは外気温の影響を受けやすく、暑い夏にはからだの中の温度が早く上昇

します。そのため大人よりも早く熱中症にかかりやすいです。暑さ対策をして、

夏を乗り切りましょう。 

『熱が体の中にこもることで起きる症状の総称』です。 

症状：顔色が悪くなったり、フラフラしたり、呼吸・脈が速くなり 

おう吐や頭痛、意識がもうろうとしていく 

涼しいところに移動し、衣服をゆるめて風通しを良くしましょう。 

普段の水分補給は水や麦茶がおすすめです。 

・口の中にポツポツが

できる。痛むため飲食

を嫌がる 

・手のひら、足の裏に

ポツポツができる 

・38～40℃の高熱が 

数日続く 

・のどが痛む 

・口の中、のどに白っ

ぽい水ぶくれができる 

・高熱が数日続くこと

が多い 

気をつけたい・・・夏風邪 

【 目安を守って元気に登園しよう!! 】 

熱や嘔吐、下痢などからの病み上がりは、家では元気でも園で長時間

過ごすまでには回復していないことがよくあります。 

乳幼児のうちは無理をさせず、回復期をゆっくり過ごしましょう。  

 ♫ 病児保育（深川市は無料です！）を上手に活用しましょう ♫  元気な子どもは小さなすり傷や切り傷ができやすいもの。

化のうさせずに治す方法を知っておきましょう。 

咽頭結膜熱（プール熱）   ヘルパンギーナ       手足口病 

○出席停止 

○登園許可証が必要 

○医師の指示に従いま 

しょう 

発熱、口の中の水ぶくれや

潰瘍が治まり、普段の食事

がとれるようになったら 

 


